
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
トルマリン鉱石（電気石）を粉末化したものと、頭皮への付着性を高めるため、水、珪酸
塩、ポリサッカライド、グリコール、有機酸、グリセリン、ハッカ油、アルコール、防腐
剤を混合した粘性状の材料とを混練した育毛剤において、前記粉末化したトルマリン鉱石
を４０～５０％の範囲とすることを特徴とする頭髪用育毛剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、粉末化したトルマリン鉱石を粘性状の材料と混練させた頭髪用育毛剤に関し、
前記粘性により長時間頭部表皮に付着させることができる育毛剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に従来の育毛剤は、頭部に液体で散布するものや、スプレー式のものが主流であり、
形態は液体状のものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、それら液体形状のものは、頭部に使用する際直接に散布するため、液体で
ある育毛剤が頭部より流れ落ちる確率も高く、それは同時に眼にも入ってしまう危険性が
あり、使用において注意を要する必要があった。
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【０００４】
そこで本発明の課題は、育毛剤そのものが流れ落ちる心配がなく、頭部表皮に長く留めお
ける形状を有し、かつ育毛効果をもつものが必要とされることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するために本発明は、トルマリン鉱石（電気石）を粉末化したものと、頭
皮への付着性を高めるため、水、珪酸塩、ポリサッカライド、グリコール、有機酸、グリ
セリン、ハッカ油、アルコール、防腐剤を混合した粘性状の材料と混練し、その粉末化し
たトルマリン鉱石を４０％～５０％の範囲とすることを特徴とするものである。
【０００６】
粘性状の材料としては、水、珪酸塩、ポリサッカライド、グリコール、有機酸、グリセリ
ン、ハッカ油、アルコール、防腐剤などのいわゆる一般化粧品の基材に使用される素材で
も良いが、長時間皮膚面に付着されている粘性をもつものであれば良い。
【０００７】
トルマリン粉末の配合は４０～５０％の範囲とし、これは５０％を超える場合は塗る際に
ダマ状になってしまったり、または塗れても短時間で皮膚表面から剥れ落ちてしまう結果
となり、平均的な塗りが不可能となる。一方、４０％に満たない場合はその育毛効果その
ものに影響を与え、充分にその効果を発揮できないものとなる。
【０００８】
以下にトルマリン鉱石のもつ効果を育毛の観点から以下詳述する。すなわち、トルマリン
は温度変化により表面に電荷が生じ、遠赤外線を発生させることが判っており、それが人
体の深層から細胞を温め血行を良くし、また、マイナスイオンによる界面活性効果の働き
で体液を弱アルカリ性に調整し、新陳代謝を活発にして細胞を活性化させる働きがある。
さらに、抗菌効果、洗浄効果、生物の細胞活性効果等も知られている。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明による育毛剤は、頭皮に直接塗布することにより、頭皮表面に育毛剤中のトルマリ
ンの層を形成することになり、そこから発生する前記新陳代謝作用が粘性物質により長時
間止まることで、頭髪の毛根細胞に何らかの影響を及ぼすものと考えられるが、その直接
的なメカニズムについては現時点においては解明されていない。しかしながら、温度変化
によるトルマリン鉱石からの遠赤外線の発生が、毛根細胞の活性化につながること、そし
てトルマリン鉱石の界面活性効果の働きが新陳代謝を活発にして細胞を活性化させるとこ
ろが頭髪の育毛を促進させる働きがある。
【００１０】
【実施例】
本発明による育毛剤の使用により、本発明者は３分の１頭髪が無い場合ではあるが、１日
２０ｇ程度の塗布により１ヶ月で２０％以上の発毛効果が認められ、４ヶ月で６０％の発
毛結果を記録した。
【００１１】
【発明の効果】
発明による育毛剤は、トルマリン鉱石のもつ遠赤外線効果および界面活性効果による新陳
代謝を活発にして細胞を活性化させることにより頭髪の育毛効果を見出すことができる。

10

20

30

40

(2) JP 3620367 B2 2005.2.16


	bibliographic-data
	claims
	description

